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(57)【要約】
　デジタル写真印刷物のためのシートサポートであり、
それは、リング式ファイルホルダー等の中へシート（１
）を挿入するために前もって作製された、孔４を、縁３
の少なくとも１つに沿って、有している。孔は、保護接
着性細片６によって通常は閉じられており、前記保護接
着性細片は、分離可能な方法でシートの背面５に、又は
、孔４を囲む領域に対応する場所に設けられた、熱可塑
性材料からなる補強フィルム７上に、付与されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル写真印刷物のためのシートサポートであって、
　基材（１）を含み、前記基材は、前記シート（１）の外面（２）上に配置され、且つ、
写真管理プログラムと動作可能なように関連しているプリンタからインク顔料を受容する
ように構成された、印刷表面コーティングを有しており、それが、その縁（３）の少なく
とも１つに沿って、リング式ファイルホルダー等の中への前記シート（１）の挿入のため
に前もって作製された、孔（４）を有しており、前記孔（４）が、前記印刷表面コーティ
ングを有する前記外面（２）と反対側の前記シート（１）の外面（５）上で通常は閉じら
れており、前記シート（１）上での写真画像の印刷後に開口可能である、ことを特徴とす
るシートサポート。
【請求項２】
　前記孔（４）の各々が、前記シート（１）の前記反対側の外面（５）上で剥ぎ取り可能
であるように付与されている、保護接着性細片（６）によって、閉じられている、ことを
特徴とする請求項１に記載のサポート。
【請求項３】
　前記保護細片（６）が、連続的であり、且つ、前記孔（４）の全てに共通している、こ
とを特徴とする請求項２に記載のサポート。
【請求項４】
　前記保護細片（６）が、前記シート（１）の前記少なくとも１つの側面（３）の長さに
実質的に等しいか又はそれよりも僅かに小さい長さと、前記孔（４）の範囲に少なくとも
等しい幅と、を有する、ことを特徴とする請求項３に記載のサポート。
【請求項５】
　前記保護細片が、別個の部分に分割されており、各々が、それぞれの孔に、又は、孔（
４）のそれぞれの群に、結合されている、ことを特徴とする請求項４に記載のサポート。
【請求項６】
　前記保護細片（６）が、少なくとも１つの、非接着性の又は脱接着化された、握り部分
を有する、ことを特徴とする請求項２～５のいずれか１つに記載のサポート。
【請求項７】
　前記孔（４）を囲む領域に対応する少なくとも１つの場所に前もって付与された、補強
フィルム（７）を、前記少なくとも１つの側（３）に沿って、備えており、前記保護細片
（６）が、前記補強フィルム（７）上に付与されている、ことを特徴とする先行する請求
項のいずれか１つに記載のサポート。
【請求項８】
　前記保護細片（６）が色付けされている、ことを特徴とする請求項２～７のいずれか１
つに記載のサポート。
【請求項９】
　前記孔（４）が、前もって貫通孔として作製されている、ことを特徴とする先行する請
求項のいずれか１つに記載のサポート。
【請求項１０】
　前記孔（４）が、半突切り方法を用いて前もって作製され、且つ、前記保護細片（６）
の除去後に貫通孔として得られている、ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１つに
記載のサポート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル写真印刷物のためのシートサポートに関するものであり、それは、
コンピュータ又は直接にデジタルカメラと、動作可能なように連結している、プリンタか
ら、すなわち、印刷機能を備えたメモリカードから、インク顔料を受容するように構成さ
れた、印刷表面コーティングを、有する基材を、備えている。
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【背景技術】
【０００２】
　デジタル写真印刷物の技術は、デジタルカメラのユーザーが、専門の印刷所に行かずに
、インクジェットプリンタ、レーザプリンタ、染料昇華式プリンタ等にインターフェース
された、広く普及している専用の処理プログラムを、使って、自身の写真を印刷できるこ
とから、現在広く使用されている。この方法で、ユーザーは、印刷する画像を都合良く選
択し、場合によりそれらに手を加え、市販の、通常Ａ４フォーマットのシートが許容する
最大範囲まで、それらの印刷フォーマットを変更することができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このように印刷された写真は、通常、整理され、専用のフォトアルバムにファイルされ
るが、それは、また、写真印刷物をアルバムのページに取り付けるための接着性の縁を設
ける必要があるため、通常は比較的費用がかかる。この操作は、更に、正確さと辛抱強さ
と比較的長い時間とを必要とし、後にアルバムから写真を取り外すことは、決して容易で
はない。
【０００４】
　したがって、フォトアルバムの代わりに、標準的で費用のかからないリング式ファイル
ホルダー等にデジタル写真印刷物を収集できれば、より便利で実用的である。しかし、こ
の場合、ユーザーは、書類をファイルするために通常使用され、且つ、ファイルホルダー
のリングを挿入するための側孔を備えている、透明プラスチック製の専用のフォルダーに
、印刷されたシートを挿入することを強いられる。これは、いずれの場合も、フォルダー
の費用に加えて、長く面倒な操作を含み、ファイルホルダーの取扱中に、特に印刷物のフ
ォーマットがフォルダーのフォーマットより小さい場合に、印刷物が偶発的にフォルダー
から落ちるというリスクも伴う。
【０００５】
　ユーザーのための代案としては、シートを印刷した後に側面に沿ってシートに孔を開け
、ファイルホルダーのリングを孔の中に直接挿入できるようにすることが考えられる。し
かし、孔あけが、専用の孔あけ道具の使用に加えて、かなりの正確さと辛抱強さとを必要
とすることは明らかである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の目的は、上記の欠点に対して、簡単で、実用的且つ機能的な、解決策を、提供
することであり、その目的は、最初に定義した型のデジタル写真印刷物のためのシートサ
ポートにより成し遂げられ、その革新的且つ固有の特徴は、シートサポートが、その縁の
少なくとも１つに沿って、リング式ファイルホルダー等の中へシートを挿入するために前
もって作製された孔を有することと、前記孔は、通常は閉じられており、また、シート上
での写真画像の印刷の後に再び開口可能であることと、である。
【０００７】
　本明細書中の及び後に続く請求項中の、表現である「前もって」とは、サポートの製造
者により、又は、市販する前に前記サポートを前もって設ける他者により、孔が設けられ
ること、を意味する。
【０００８】
　シート上に前もって作製された孔が、通常は開いた状態、すなわちリング式分類ファイ
ル等用の普通のシートにあるような貫通孔である場合には、写真印刷がシートの総有効表
面上に大幅に拡大される場合（現在入手可能な通常の写真印刷コンピュータプログラムを
用いると通常存在する可能性）に、インク顔料が、必然的に孔を通り、したがってプリン
タ内に浸透し、結果としてプリンタ自体の適切な動作を損なう恐れがある、よごれや堆積
を、生じさせる、という事実に因り、重大な欠点が生じる。この欠点を克服するために、
シートの孔を開けられた領域を除いて、印刷領域を限定することは十分ではあるが、それ
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は、利用可能なフォーマットをかなり限定することになり、印刷可能な領域を無駄にし、
その上、サポートの無視できない費用を考慮するという、明らかに不利な事態を、伴う。
例として、Ａ４フォーマット（２１×２９．７ｃｍ）のデジタル写真印刷用の普通の紙シ
ートは、６２３．７ｃｍ２の有用な総面積を有する。上記の欠点を防止するために、印刷
は、シートの孔があけられた縁から約１５ｍｍを超えて拡大されてはならず、したがって
、印刷領域を５７９．１５ｃｍ２の表面に対応する１９．５×２９．７ｃｍの領域に限定
し、約７％の損失を伴う。
【０００９】
　他方、各プリンタに想定されている標準に対して印刷領域を（写真管理プログラムの印
刷設定を変更することにより）限定する手順は、特に慣れていないユーザー、正確には本
発明が対象としている極めて広い範囲の顧客になる（デジタルカメラから、又は、産業用
ではないプリンタにインターフェースされたコンピュータを用いた磁気サポートから、家
庭環境内で印刷する）ユーザーには、複雑であり且つ決して便利ではないと思われる処置
を、伴う。
【００１０】
　したがって、本発明のサポートシートの孔を閉じることによって、前記の限定を克服で
き、シートの利用可能な印刷表面を、いずれの空間の損失もなく、完全に利用でき、同時
に、プリンタの保全性及び清潔性を保証することを、可能にする。
【００１１】
　通常、デジタル写真印刷物のためのサポートの印刷表面コーティングは、シートの一方
の外面上に配置されるが、本発明は、既述のように、シートの少なくとも１つの縁に沿っ
て設けられた孔が、閉じられること、すなわち、その反対側の面で封止されること、を想
定している。閉じることは、前記反対側の外面上で剥ぎ取ることができるように付与され
る保護接着性細片によって、簡便に達成することができ、前記細片は、連続的であり、孔
の全てに共通しているか又は別個の部分に分割されていて、各々が、それぞれの孔に又は
それぞれの孔の群に、結合されている。いずれの場合でも、シートからその取り外しを容
易にするように構成された専用の非接着性部分が、設けられている。
【００１２】
　本発明の更なる有利な特徴によれば、シートは、少なくとも前記孔を囲む領域に対応す
る場所に前もって付与されている、プラスチック材料製又は他の材料製の、補強フィルム
を、前記の少なくとも１つの、孔が開けられた縁、に沿って、備えており、その目的は、
リング式ファイルホルダーへのシートの挿入及びリング式ファイルホルダーからのシート
の除去の後に孔が破れるというリスク、に対する高い耐性を、保証することである。この
場合、本発明は、孔を閉じるための接着性細片が、前記補強フィルム上に付与されること
を想定している。これは、更に、シート上の写真画像の印刷後にユーザーが接着性細片を
取り外すことを、容易にする。
【００１３】
　本発明の更なる態様によれば、シートの孔は、全突切り方法を用いて作製され、故に、
既に貫通孔として前もって作製されてもよい。又は、シートの孔は、半突切りされた孔か
らなってもよく、この場合、シートの孔は、接着性細片の除去の後に開口されて、貫通孔
になり、前記接着性細片は、シートから半突切りされた孔を離すことによって、接着性細
片と共に半突切りされた孔を取り去る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の更なる特徴及び利点は、添付の図面を参照し、非限定的な例を用いて、後に続
く詳細な説明の中で述べる。
【００１５】
　図面を参照して、符号１は、本発明によるデジタル写真印刷物のための、通常は（必ず
しもそうではないが）Ａ４フォーマットである、シートサポートを示す。
【００１６】



(5) JP 2009-504452 A 2009.2.5

10

20

30

40

50

　シート１は、周知の一般の方法で、例えばセルロース又は適切な厚さの他の材料から作
製された、基材からなっており、その前面は、写真管理プログラムを備えたコンピュータ
に動作可能に連結した（例えば、インクジェット式、又はレーザ式、又は染料昇華式、又
は将来開発され得る他の異なる種類の）プリンタから、又は、印刷機能を備えたデジタル
カメラ又はメモリカードから直接に、インク顔料を受容するように構成された、表面皮膜
コーティングでコーティングされている。図示された例では、写真画像が、シート１の前
面２の上に印刷され、前記写真画像は、実際、細い周辺の余白を除いてその有効表面全体
を占める。もちろん、シート１は、コンピュータプログラムにより利用可能にされている
オプションの選択によって、より小さなフォーマットの多数の写真画像も受容することが
できる。
【００１７】
　本発明の主たる特徴によれば、シート１は、前もって、符号３で示された、その大きい
方の側の少なくとも一方の縁の、近くに、普通のリング式ファイルホルダーのリングのそ
れに対応するように通常設けられた、円孔の形状の複数の孔４を、設けて形成されている
。
【００１８】
　図１に示すように、孔４は、シート１の外面２の上に印刷された写真画像に含まれるよ
うに（必ずではないが）構成された、領域内に、設けられる。このため、孔４は、前もっ
て閉じられており、すなわち、次に説明される方法で、シート１の上への写真画像の印刷
の後に開口可能なように、封止されている。
【００１９】
　再開口可能な、孔４の閉口工程は、図２に符号５で示された、シート１の背面上で行わ
れる。図示の例の場合では、保護接着性細片６は、正確に孔４を封止するようにシート１
の側３に沿って、剥ぎ取り可能なように設けられて、付与されている。
【００２０】
　例えば紙又はプラスチック材料のような、いずれかの適切な材料から作製された、保護
細片６は、孔の直径よりは少なくとも大きい最小幅を有することになり、側３の長さと同
一の長さ、又は、シート１の小さい方の反対側の側の一方又は両方から一定の距離で終わ
るような、より小さい長さ、を有してもよい。更に、連続的である代わりに、細片６は、
２つ又は４つの別個の分離された部分に分割され、明らかに、もう一度それぞれの孔又は
孔４の群を覆うように、付与されてもよい。
【００２１】
　それ自体の機能に適合する最小の厚さを有する保護細片６は、その簡単な除去を可能に
するために、低い接着能力で、シート１の背面５に接着するような自動接着性であること
が、好ましい。前記除去は、細片が取り外されるときにユーザーがそれを握ることを容易
にするために、その端部の１つ又は各々に近い領域に対応する場所で、又は、その長手方
向の縁の一方又は両方に沿って、細片６を非接着性に又は脱接着化することによって、都
合良く簡単になされてもよい。
【００２２】
　保護細片６は、透明であっても、より好ましくは、その取り外しの時にその識別を容易
にするために色付けされていてもよい。
【００２３】
　孔４は、全体的に突切りされて、シート１の作製又は後の作業工程の時に貫通孔にされ
ることが可能であり、又は、それは、シート１の前面２の有用な印刷表面を妨げないよう
に簡単に半突切りされてもよい。この場合、孔４は、写真画像の印刷後に、背面５から保
護細片を分離する時に保護細片６によって加えられた引き動作に続いて半突切り部分を取
り去る結果として、開口されることになる。
【００２４】
　本発明の他の態様によれば、シート１は、図２に符号７で示された、プラスチック材料
、紙、又は他の材料からなる、補強フィルムを、孔４を示している側３に沿って、備える
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る場所で背面５の上に付与されている。フィルム７の機能は、その特徴が、筆記用紙等の
ブロックのための簡単な紙シートに関するイタリア国特許ＩＴ－Ｂ－１３０６８１９内に
記載されるものに対応していることもあるが、それらがリング式ファイルホルダー内に挿
入されたりそれから取り除かれたりする時に、孔４の領域の破れを効果的に防止する機能
である。
【００２５】
　この構成によれば、補強フィルム７が省かれることもあるので任意ではあるが、保護細
片６の除去は、それが、図示の例のように、補強フィルム７の上部に付与される場合には
、更に簡単になされる。この場合、実際に、保護細片６は、シート１のセルロース基材に
接着する代わりに、補強フィルム７の熱可塑性材料に接着し、ある意味では、それは、保
護細片がより簡単に剥ぎ取られることを可能にすることもある。
【００２６】
　このように作製されたシート１は、デジタル写真印刷物のための任意の他の紙シートと
して、普通のプリンタ内に挿入され、そして印刷される。インクは、孔が保護細片６によ
って全域で封止されている限り、印刷中に孔４を通過せず、前記孔４の領域内に堆積され
得るインクは、シート１の半突切りにされているが取り除かれていない部分によって、又
は、細片６自体の接着性表面によって、吸収されることになる。
【００２７】
　シート２の印刷及びプリンタからのシートの除去に続いて、保護細片６は、その非接着
性の又は脱接着化された領域に対応する場所で、持ち上げられ、シート１の背面５から、
すなわち、補強フィルム７から、簡単に分離できる。この操作で、孔４は、開放されて開
口され、それらの孔は、普通のリング式ファイルホルダー等の中にシート１をファイルす
るために、使用可能となる。
【００２８】
　もちろん、本発明の効果は、同じ革新的な概念を用いて同等な有用性を達成する、形態
に、拡張される。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明のデジタル写真印刷物のためのサポートの正面図であり、印刷後を表して
いる。
【図２】シートの縮小寸法での背面斜視図である。
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